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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· ＜掲示物について＞

各病棟、各部署にて掲示している物の中に掲示期間が無く掲示する物に関しては、ラミネートをし掲示するようお願いします。各部署にて確認し、上記に当てはまるような掲示物があれば６月１８日までにラミネートし掲示し直して下さい。

（注意事項）

· ラミネートしていない掲示物の掲示期間は一ヶ月で、必ず掲示期間を明記する。

· 期間限定がなく（理念等…）掲示する物は必ずラミネートすること。

　

＜患者様連絡事項＞

・大久保　まつゑ様～６月８日朝から整腸剤と神経系用剤7日分継続臨時処方となっております。６月１３日より定期薬処方になになる予定です。飲み込みが悪い次回の内服薬の錠剤を粉砕にて服用　

・坪　　邦俊様～左骨下部痛あり、主治医触診にてレントゲンの指示あり施行しています。　
・板橋　トミ様～本日の昼で臨時処方となっていた抗菌剤が飲み切り止めとなっています。
・古川　徳一様～鼻汁、咳嗽、発熱見られている事から抗菌剤が昼から5日分、漢方薬が臨時で本日昼から７日分処方となっています。

・村井　八郎様～最近、前傾姿勢のまま突進歩行されてり、食事の際は自力で摂取されているが、むせ込みみられている為、精神神経用剤を抜き、鉄剤と眠剤が７日分臨時処方となっています。

・橋本　　万様～微熱、咳嗽あり、総合感冒薬が本日昼より３日分臨時処方となっています。

・松倉　イネ様～川端Dｒ指示にて６月９日（土）に採血の指示あり。結果は至急ファックスで知らせて下さいとの事です。

・佐々木　みね様～本日ハロマンス施行しています。　

・三浦　トシ様～本日朝７時に酸素飽和濃度６０％台へ低下し、顔色不良、唇のチアノーゼあり。意識レベルⅡ－２０。主治医へ報告し、指示にて酸素１０Ｌへアップしている。以後、酸素飽和濃度７５％に上昇。８時１０分、主治医診察にて酸素マスクへ変更し、酸素１０Ｌで酸素飽和濃度９２～８２％で経過されています。痰鳴と肺雑音あり吸引頻回に施行しています。体温は３６℃台で経過。主治医より御家族に直接病状について説明されています。御家族は転院せずにここで診ていてほしいとの要望きかれています。本日の朝より内服薬止め。本日の準夜帯での指示受けは田名部Dｒに報告し指示を仰いで下さい。

＜ターミナルケアについて＞

（私たちスタッフは今までどのようなケアをしてきたのか？又、ケアをするにあたって気付いたこと。）

· 観察室で面会をおこなっていただくが、病棟には個室がなく御家族と患者様がゆっくりと接する場がないのではないか。

· ちゃんとした看護ケアの提供が出来たと思う。

· 病棟に着物の様な衣服が準備してあればいいと思った。

· ケアをおこなう際に観察室にもう一つスクリーンがあればいいと思った。

· 保清面の維持。（口腔ケア、身体の清拭など）

· 反応があまりみられなくても常に声掛けをしていた。

（もしも自分が家族だったら、どういうターミナルケアをしてほしいか？）

· できるだけ長生きしてもらえるように、出来る事はしてもらいたい。

· 身体を清潔に保ってもらいたい。

· できるだけ御家族と一緒に過ごせる環境提供をしてもらいたい。

　　　　







